
 平成23年度当初予算　予算要求シート

-

今年度要求のポイント

スケジュール（経過及び今後展開）

30,000×94校学校施設開放事業運営業務委託料 2,820 2,820

開放事業関係修繕料 75 940 10,000×94校

開放事業専用施設修繕料 1,410

事業期間

学校安全管理員業務委託料

1,710 空調設備修繕料等

項目

・地域住民の開放事業への参加（開放事業の管理運営および管理指導員）と総
　合開放時の安全確保（学校安全管理員）
・開放事業専用施設の老朽化が進んでいるので、それを踏まえた要求額とした。

22年度予算

・地域の要望があり、地域の体制が
整った校区での総合開放への移行実
施（現在、全94校中84校で実施）
・開放事業専用施設（6校）の修繕

・総合開放への移行推進
・開放事業専用施設の修繕

【経過（～22年度】 【23年度】

558

12,879

34,662

34,662

全体事業費

13,220 学校安全管理員業務委託料等


主な要求内容 （単位：千円）

管理指導員従事謝礼金

平成22年度予算額

　H　～　H　　

1,200×150回×94校

平成23年度要求額

36,168

(単位　千円)

平成21年度決算額

内容・積算等

16,920

23年度要求額

36,168

558

・総合開放への移行推進
・開放事業専用施設の修繕

【今後（～24年度】

その他　特記事項

その他

合計

事業内容

関連事業

整理番号 38

　子どもの健全育成、地域住民の体力増進、生涯学習活動の振興、地
域コミュニティの活性化など、学校、家庭、地域の協働による地域教
育力の向上を目的としている。

事業目的

事 業 名 小学校施設開放事業

中学校施設開放事業

083 教育委員会事務局　地域教育振興課局・課名／　　

16,920

30,500事 業 費

　学校教育活動に支障のない範囲内で、校区住民（主に小学校児童）を対象
に市立小学校の体育施設（運動場・体育館）を開放している。また、総合開
放実施校では、体育施設に加え特定の会議室等も開放している。開放事業専
用施設（開放事業専用に改修された教室）においては、平日の開放も実施さ
れており、地域文化活動や地域コミュニティ醸成の場として活用されてい
る。

　事業の管理運営については、校区の団体等から選出された代表者で構成す
る学校施設開放運営委員会により実施され、地域の実情に応じた運営がなさ
れている。

　本事業の年間利用人数はのべ５６万人程度となっており、「(仮称)堺市第
３期生涯学習推進プラン(案)」においては重点事業として位置付けられ、小
学校児童を始めとした地域団体の活動の場として非常に重要な役割を担って
いる。


